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MRIを⽤いた3次元撮影実験

牽引他動掌背屈運動

掌背屈運動
＝CLの⾓度変化+RLの⾓度変化
掌屈時に優位 背屈時に優位

牽引が関節⾓度変化に与える影響

掌背屈時のX線動画像撮影
被験者：健常男性21名
牽引⼒：0，25 [N]

関節の動きと関節間距離変化の観測

橈⾻遠位端⾻折

RL関節寄与率が増加 RL関節を選択的に治療

寄与率
屈曲⾓度変化に対する
各関節⾓度変化の割合

重⼒牽引

医学的・⼯学的な観点から効果の検証

効果の検証が必要

早期回復に期待できる
新たなリハビリ⽅法

X線動画像撮影実験

ばね牽引

⾮磁性材料
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背屈時に
関節はより開⼤
CL関節の
開⼤が顕著
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関節間距離測定⽅法

医学的観点 ⼯学的観点
リハビリ装置の

開発による定量評価

被験者：健常男性10名
牽引⼒：0，40 [N]

新装置の開発と臨床実験
治療⽤リハビリテーション装置を
⽤いた臨床実験による有⽤性の確認

⼿関節リハビリテーション装置を開発し
リハビリ運動の定量的な実験，解析を
可能にした．

牽引他動掌背屈運動はRL関節を優位に
運動させることを明らかにした．

関節間距離の開⼤はRL関節よりもCL関節
の⽅が⼤きく背屈側で顕著に⽣じること
を明らかにした．

研究成果

牽引，掌背屈のリズムを制御
新しい⼿技の検討，提案

装置を⽤いることで可能になる
新たなリハビリテーションの提案

今後の研究計画
臨床⽤リハビリ装置

医⽤画像を⽤いた
関節の動態解析


